
ジルコニアの現状と
新製品「ノリタケカタナジルコニアHT／ML」

末瀬 最近、歯科界における脱金属とCAD／CAMという
流れの中で、ジルコニアによるメタルフリーレストレーシ
ョンが注目されていますが、これまでのジルコニアは強度
が高く研磨により滑沢な面が出せる一方、透光性という意
味では改良が進まず、主にフレーム材料として使われてき
ました。また、ジルコニアフレームに築盛したポーセレン
のチッピングが一時話題になっていましたが、最近ではポ
ーセレンの物性の改良や、フレーム形態の見直しにより、
改善されつつあります。しかしその一方で、ジルコニアに
透光性を与え、レイヤリングすることなく単体で使えない
かということも考えられてきました。
今回、国内で代表的なCAD／CAMシステムである「ノ

リタケカタナ（KATANA）ジルコニア」（クラレノリタ
ケデンタル株式会社）に、新たに透光性を追求した「HT
（ハイトランス）」と、透光性に審美性をプラスした「ML
（マルチレイヤード）」が開発されました。

坂 弊社では、ジルコニアの使用頻度が高くなるにしたが
って、フレーム材としてだけではなく、クラウン全体をジ
ルコニアで作ろうという気運が高まってきました。そのと
きに求められるのは透光性と審美性それから強度です。各
社から市販されているジルコニア製品も透光性をいかに上
げるかにフォーカスした結果、含有するアルミナ量を減ら
すことで透光性を上げることには成功しているようです
が、モノクリ（ニック）という単斜晶に転移しやすく、耐
久性に問題があるのではないかと思われます。しかし、
「HT」「ML」では、モノクリへの転移量を抑えながら世
界トップレベルの透光性を目指して開発されています。弊
社ではジルコニアパウダーやディスクも自社で製造してい
ますから、もっとも歯冠の色調が出しやすいように4層の
色調からなる「ML」ディスクを開発しました。ディスク
の一番下底辺部分はボディ（デンティン）層で、上辺部分
にはエナメル層、その間には中間層が2層にわたってあり
ます。このディスクを用いて製作されたフルジルコニアク
ラウンを形態修正・研磨すれば、ほとんど色調修正の必要
がない色に仕上がるようになっています。
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末瀬 従来のジルコニアの場合単色であったことから天然
歯のような色調再現が困難でしたが、4層になれば色境の
目立たない自然なグラデーションがあるフルジルコニアク
ラウンの製作ができるのではないかと思います。「ML」
の色調バリエーションは何種類ですか？
坂 A Light、A Dark、B Lightの3種類です（図1）。
末瀬 3種類あれば幅広い色調再現ができると思います
ね。クラレノリタケデンタルでは従来、単色でいろいろな
カラーを出されていましたが、それと比べて透光性はいか
がですか？
坂 もちろん全体的には上がっています。「HT」はモノカ
ラー（単色）で白色だけでなく、HT12、HT13含めA1、
A2、A3のような主要なVITAシェードにも対応できるよ
うになります。
末瀬 従来のカタナブロックにはフレーム用カラーも9種
類ありましたよね。例えばA2の色を出す場合、この色調
のジルコニアを使って、さらにその上にポーセレンをレイ
ヤリングするというのが基本でしたが、今回の「HT」は
フレーム用で「ML」は単体でクラウン用に使うというの
が基本なのですね。

坂 そうです。基本的には「ML」は焼成すると色がでて
きます。例えばA LightはA1.5〜A2といった目安がある
ので、着色工程が不要になるなど、できるだけ製作する手
間を省くようにつくってあります。
末瀬 私も「ML」を使ってみて、とてもきれいなフルジ
ルコニアクラウンができましたし、歯科技工士さんに聞き
ますと「非常に色が良い」と言っていました（図2、3）。

「ノリタケカタナジルコニアHT／ML」の物性的評価

末瀬 「HT」「ML」は審美性にウエイトを置いているわ
けですが、透光性や強度面はいかがでしょうか。
伴 粒径をコントロールして、プレスの際の圧力も高めて
気泡を極限に小さくするなどして、散乱要素を減らすこと
で透光性を上げています。私は市販されているいろいろな
種類のジルコニアを入手して透光性測定していますが、
「HT」「ML」は他社製品と比較して高い透光性を示して
います（図4）。従来から販売されている高透光性ジルコ
ニアといわれるものは強度が劣るといわれていましたが、
この「HT」「ML」の場合、強度は従来のジルコニアと遜
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「ジルコニアは修復物として
金属に代わる良い材料だと思っています。」
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末瀬一彦 先生

図1　ノリタケカタナジルコニアMLの色調
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目安シェード
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図2　ノリタケカタナジルコニアMLを用いたフルジルコ
ニアクラウン。

図3　ノリタケカタナジルコニアMLクラウン装着後。グ
ラデーションがあり、口腔内にマッチしている。
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色ありません。一般的には、従来のジルコニアを高透光性
にするためにアルミナの含有量が減らされており、低温劣
化に対する耐久性が従来品より低下しています（図5）。
ところが、私の研究室で行った2軸曲げ強さの実験の結果、
「HT」「ML」の場合は透光性を向上させながら低温劣化
の耐久性に遜色がありませんでした（図6）。
末瀬 実際に臨床でどうなのかが気になるところですね。
もともとジルコニアの低温劣化は、ひげ剃りのブレードや
包丁などで言われてきましたが、口腔内ではまだ聞きなれ
ませんが…。
伴 低温劣化するとジルコニア表面の結晶層が変わり、ア
ルミナ含有量の少ない製品だと非常に強度が落ちてきま
す。今後の問題は、この低温劣化後の強度がどうかなので
すが…。口腔内の環境は他の部分よりかなり厳しいですか
ら、今後起きてくる可能性が全くないとは言い切れません。
坂 ノリタケはもともとセラミック会社として低温劣化の
問題を熟知していましたから、ジルコニア開発の際もその
ことに最も気を遣いました。今のところトラブルはないよ

うですが、フルジルコニアクラウン等に用途が拡大してい
く中、注視しておかないといけませんね。
伴 その通りです。フルジルコニアクラウンの場合、口腔
内に完全に露出しますからね。現在は整形外科のISO規格
を持ち出して、134℃、0.2MPaで5時間という基準を採
用し、口の中の37℃での結果を推定しているわけですが、
実際はいろいろな温度の飲食物に接触しているわけです。
冷熱サイクルや咬合力もかかる複雑な状態ですから、もっ
と加速して変化している可能性がありますね。臨床例が少
ないので、問題がまだ出ていないだけかもしれません。
坂 その複雑な環境で15年、20年と考えた場合、どう
なるか分かりませんから、弊社の場合、200時間まで延
長して測定しています。より安全なものを今から製品化し
ておくことは大事なことだと思っています。
末瀬 なるほど。このあたりは金属にはないジルコニアの
大きな特長だと思います。メーカー側においてはモノクリ
の少ないものをつくっていくということ、それから、それ
を取り扱う側の技術も重要になってきますね。
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「透光性測定の結果、「HT」「ML」は
他社製品と比較して高い透光性を示しています。」

愛知学院大学歯学部 歯科理工学講座

伴　清治 先生

図4　従来型および高透光性ジルコニアの透光性パラメ
ーター。カタナHTおよびMLとも、他社競合製品に比較し
て高い透光性を示した。(IADR-APR, Abstract No.0-
12, August 21, 2013, Bangkok, Thailand)

図5　オートクレーブ処理（134℃、60時間）後の高透光
性ジルコニアの単斜晶含有量。カタナHTおよびMLとも、
他社競合製品に比較して単斜晶含有量が少なく、低温劣化
に対する優れた耐久性を示した。(IADR-APR, Abstract
No.0-12, August 21, 2013, Bangkok, Thailand)

図6　オートクレーブ処理（134℃、60時間）前後の高
透光性ジルコニアの2軸曲げ強さ。カタナHTはオートク
レーブ処理後の強さに変化はなく、低温劣化に対する優
れた耐久性を示した。(第62回日本歯科理工学会学術講
演会、新潟、A-15, 2013.10.20.)
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伴 そうですね。特に今、歯科技工所向けのCAD／CAM
も普及してきていますので、メーカー側も製造技術に関す
る情報を包み隠さず提供して、よりよい補綴物を患者さん
に提供できるようにしていただきたいと思います。

臨床のポイント1　形成

末瀬 まずは形成についてですが、私はフルジルコニアク
ラウンの場合、深いショルダーをつけることはあまりしな
いのですけども、そのあたりはいかがですか？
伴 クラウンの場合、ポーセレン分のスペースをつくらな
くていいので、いわゆるMIの観点から歯質削除量が少な
くて済むというのは最大のメリットです。できるだけ削ら
ない方向で十分だと思います。いかになだらかな面で修復
物をつくるか、という形態が重要ですね。最近では、均一
な厚みをつくるよりも、どれだけ応力を分散できるかに重
点をおいて仕上げるほうが強度的に強いという報告が多く
見られます。
末瀬 CAD／CAMの進化によって、将来的には歯肉縁下
のマージンもスキャンできる時代が来るとは思いますが、
「ML」のような審美性の高い材料が出てくると、マージ
ンを歯肉縁上に置いても審美的にさほど大きな問題はない
と思いますが…。
坂 確かにジルコニアの場合、審美的な問題が解消されれ
ば歯肉縁上のマージンにすることでインターオーラルのマ
ージンも設定しやすくなりますね。
末瀬 それこそがMIに通ずるところだと思います。クラ
ウンの場合は、以前のやり直し等、マージンがどうしても
歯肉縁下に入ったり、コアが露出している場合もあります。
ただ、ジルコニアの場合は変色や歯肉の色調に対しての為
害性はありませんし、歯周組織との馴染みも良いので、適
合さえうまくできれば、歯肉縁下であってもきれいなクラ
ウンができることも大きな特長だと思います。

臨床上のポイント2　研磨

末瀬 ジルコニアの表面を研磨するプロセスは非常に重要
で、センシティブな部分があると思います。そこで、研磨
が表面性状に及ぼす影響、さらに長期的な予後についてご
意見をお聞かせください。
伴 鏡面研磨はよく質問を受けますので、講演の度にお話
していますが、ジルコニアはステップさえ守れば間違いな
くきれいに研磨できます。フルジルコニアクラウンの表面
を鏡面研磨する理由は、対合歯の摩耗を減らすだけでなく、
先ほどお話した低温劣化に対する耐久性も向上させること
がすでに確認できているからです。
末瀬 それは表面の結晶構造を変えるという意味でしょう
か。　
伴 結晶構造は全く変わってしまいます。金属を研磨する
とビールビー層という表皮層ができるように、ジルコニア
にも同じような現象が起きているのだと思います。ですか
ら咬合調整で削られた後は必ずきれいに鏡面研磨をしてい
ただきたい。
末瀬 そうですよね。我々でも研磨すれば滑沢な面は出せ
ますが、微細な凹凸面は残ってしまいますので、私は歯科
技工士さんに必ず返送して、プロの手で研磨してもらいま
す。そこで、研磨時に注意すべき点があればお聞かせくだ
さい。
伴 ダイヤモンドポイントを使って、番手を飛ばさず、粗
いものから細かいものへ順番に研磨していくのが一番早く
てきれいに研磨できるコツです。
末瀬 咬合調整のときも同様ですか。
伴 そうです。その後、ダイヤモンド含有のラバーポイン
ト例えば「セラムダイヤ」などを順番に使います。最終仕
上げはダイヤモンドペーストで磨くのが一番早くて、楽で、
きれいですね。
坂 弊社にもダイヤモンド含有のペーストで「パールサー
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フェスZ」という艶出し用の最終研磨材があります。そう
いったものでしっかりと艶を出した方が良いです。
末瀬 それから従来調整時によく使用しているカーボラン
ダムポイントではいけないのでしょうか。
伴 カーボランダムは切削性が低く時間がかかりますし、
研削圧の程度によってジルコニアの表面のできあがり方が
違ってくるのです。ダイヤモンドだと強弱をつけて研磨し
ても、あまりできあがりは変わりません。
末瀬 あと、滑沢に鏡面研磨をした場合、セラミックと同
じようにバイオフィルムなどが付着し難いということもあ
り、予防的なメリットもあると思われます。

臨床のポイント3　接着

末瀬 現在、メタルやコンポジットレジンへの接着技術は
ほぼ完全に近い状況までなりましたが、ジルコニアの接着
技術や手法はまだまだ臨床家には理解されていないと思い
ます。
伴 そうですね。私は通常のシランカップリング処理はま
ず適用できないと思っています。それから、従来はいろん
なセラミックに接着性モノマー等を塗布する前に、洗浄と
プライミングを兼ねて、フッ酸処理とか、リン酸処理等の
酸処理の必要性が言われていましたが、ジルコニア表面に
は必要ありません。実験では、リン酸エステル系のモノマ
ー含有のセメントで十分な接着強度が得られています。
末瀬 リン酸エステル系モノマーというと「MDP」含有
のセメントがクラレノリタケデンタルにはありますよね。
坂 「クリアフィル エステティックセメント」や「クリ
アフィル SAセメント」などがありますので、ジルコニア
の接着にはそれらを使っていただくと良いです。

ジルコニア臨床の将来展望

末瀬 ジルコニアは当初は全く透光性のない、まさに「白
い金属」というイメージでしたが、臨床で使っていくなか
で、より使いやすく、より審美性の高いものへと進化して
きました。将来的にジルコニア臨床に期待することはあり
ますか。
坂 現在ではフルジルコニアクラウンのケースは臼歯に限

定されて、前歯はガラスセラミックスやジルコニア焼付け
ポーセレンがほとんどです。今後さらに透光性の高いもの
ができれば前歯でも応用できるのではないかということ
と、もっと強度のあるものが出てくれば、接着性ブリッジ
やラミネートにも応用できるかもしれません。現在、変色
歯を隠すためにラミネートで皆さん苦労されていますが、
今後はジルコニアをうまく使って変色歯を隠して審美性を
出すといった用途にも使えるなど、臨床の応用範囲は拡大
していくと期待しています。
末瀬 今後、テレスコープ等にも応用できるのではないで
しょうか。そして審美性を考慮したキーアンドキーウェイ
なども考えられます。もちろん、摩耗等の関係があって、
ジルコニアでどこまで対応できるかはこれからの課題だと
思います。しかし、従来からインプラントのアバットメン
トには使われていますし、審美性を追求する意味では大き
な価値があることだと思っています。
坂 フルジルコニアクラウンでエナメル質に対してどうか
という問題は、これから追求していかないといけないテー
マですね。弊社製品をアラバマ大学でテストした結果では、
充分に研磨すれば、ジルコニアは最も天然歯を摩耗させに
くいという結果が出ていますが、今後も先生方に経過を追
っていただきたいと思っています。
伴 現在、ジルコニアは切削加工して焼成するという使用
方法しかないわけですが、他の加工方法の出現も期待して
います。また、CAD／CAM法は、どんな素材にも使えて
いろいろな組み合わせや形態も工夫次第で自由自在にで
き、新しい歯科応用の可能性が広がります。実験的にクラ
スプに使っている人がいるし、デンチャーまでつくってい
る人もいます。これからまだまだ楽しみな分野だと思いま
す。
末瀬 私自身、ジルコニアは修復物として金属に代わる一
番良い材料だと思っています。今回、高透光性、高強度の
カタナジルコニア「HT」、そこに天然歯に近似した色調を
加味した「ML」が誕生し、これを応用することで、フル
ジルコニアを中心に臨床応用がさらに普及していく時代に
なるでしょう。
これまでの金属の問題点をクリアして、口腔内での新し

い修復材料として我々も大事に育てたいと思います。本日
はありがとうございました。
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